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あさひ少年少女合唱団
スプリングコンサート
　子どもたちの清らかな歌声が大ホールに響きわたり、
“合唱”の美しさ、すばらしさが会場いっぱい伝わった、
心に響くステージでした。　　　

〔３月26日／東総文化会館〕

……Ｐ２，３
…………………Ｐ４，５

……………………………………Ｐ６

主な内容
「旭市行政改革アクションプラン」を策定
総合健康診査・女性のがん検診
市民農園利用者募集
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市
で
は
、
地
方
分
権
の
進
展
、
少
子
・
高
齢
化
へ
の
対
応
や
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

行
財
政
運
営
全
般
に
わ
た
る
総
点
検
を
行
い
、
抜
本
的
な
改
革
を
実
施
し
、
こ
れ
を
計
画
的
に

推
進
し
て
い
く
た
め
に
、「
旭
市
行
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
の
推
進
期
間
は
、
原
則
と
し
て
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
の
５
年
間
と
し

て
、
集
中
的
に
改
革
を
行
い
ま
す
が
、
こ
の
間
に
お
い
て
も
計
画
の
見
直
し
を
随
時
行
い
つ
つ
、

継
続
的
・
効
果
的
に
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
理
解

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

全
93
項
目
の
う
ち
の
主
な
推
進
項
目
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１ 

組
織
・
機
構
の
見
直
し

◇
新
市
の
行
政
組
織
と
し
て
ふ
さ
わ

し
く
、
効
率
的
な
組
織
・
機
構
と

な
る
よ
う
、
見
直
し
を
行
い
、
再

編
を
進
め
ま
す
。

２ 

定
員
管
理
の
適
正
化

◇
病
院
事
業
を
除
く
市
の
職
員
数
に

つ
い
て
は
、「
定
員
適
正
化
計
画
」

に
基
づ
き
、
７
・
６
％
の
純
減
を
行

い
ま
す
。な
お
、総
合
病
院
国
保
旭

中
央
病
院
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
お
り
、
よ
り
安
全
で
適
切
な
医

療
を
達
成
し
、
患
者
に
対
し
て
手

厚
い
看
護
体
制
の
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
、
必
要
な
人
員

の
確
保
に
努
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

３ 

職
員
給
与
の
適
正
化

◇
国
・
県
等
に
お
け
る
給
与
制
度
の

改
革
を
踏
ま
え
、
職
員
の
意
欲
が

出
る
工
夫
を
し
な
が
ら
給
与
の
適

正
化
に
努
め
ま
す
。

◇
職
員
研
修
の
基
本
的
な
方
針
で

あ
る
人
材
育
成
基
本
方
針
を
策
定

し
、
こ
れ
に
基
づ
く
人
材
育
成
を

進
め
ま
す
。

◇
来
庁
者
に
わ
か
り
や
す
く
、
親
し

み
や
す
い
市
役
所
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

◇
市
が
行
う
施
策
や
事
務
事
業
を
、

数
値
な
ど
客
観
的
な
指
標
を
使
っ

て
評
価
し
、事
務
事
業
等
の
改
善
・

見
直
し
に
つ
な
げ
る
「
行
政
評
価

シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
ま
す
。
評

価
の
結
果
等
に
つ
い
て
は
、
積
極

的
に
公
表
し
ま
す
。

◇
市
の
設
置
す
る
公
の
施
設
に
つ
い

て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経

費
の
節
減
を
図
る
た
め
、
民
間
事

業
者
等
に
管
理
を
行
わ
せ
る
「
指

定
管
理
者
制
度
」
の
導
入
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

６ 

電
子
自
治
体
の
推
進

◇
自
宅
や
職
場
か
ら
申
請
や
届
け
出

が
可
能
と
な
る
電
子
申
請
の
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
進
め
ま
す
。

◇
利
用
し
や
す
い
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
づ
く
り
を
進
め
、
情
報
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

◇
土
地
開
発
公
社
は
、
公
共
用
地
と

な
る
べ
き
土
地
等
を
計
画
的
に
取

得
し
、
引
き
続
き
経
営
の
健
全
化

を
推
進
し
ま
す
。

◇
第
三
セ
ク
タ
ー
の
千
葉
県
食
肉
公

社
は
引
き
続
き
経
営
改
善
に
取
り

組
み
、
さ
ら
な
る
経
営
の
健
全
化

を
促
し
て
い
き
ま
す
。

４ 

市
民
に
親
し
み
や
す
い

　
 

市
役
所
づ
く
り

７ 

第
三
セ
ク
タ
ー
等
の

　

 

経
営
健
全
化
等

５ 

事
務
事
業
の
再
編
・
整
理
、

　

 

廃
止
・
統
合
お
よ
び

　

 

民
間
委
託
等
の
推
進

市
民
が
親
し
み
や
す
く

効
率
的
で
簡
素
な
行
政
基
盤

第
１

行
政
改
革
の
主
な
推
進
項
目

健
全
で
持
続
可
能
な

財
政
基
盤

第
２

◇
県
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
積

極
的
に
企
業
誘
致
を
行
い
、
雇
用

の
場
の
確
保
と
税
収
の
増
加
を
図

り
ま
す
。

◇
滞
納
処
分
の
強
化
等
に
よ
り
、
市

税
の
徴
収
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

◇
各
種
の
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
く
ほ
か
、
未
利
用

資
産
の
処
分
を
推
進
し
、
新
た
な

財
源
確
保
に
努
め
ま
す
。

◇
定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
く
定
員

管
理
や
職
員
給
与
の
適
正
化
を
通

じ
て
、
総
人
件
費
の
抑
制
を
図
り

ま
す
。

◇
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
・
交
付
金

等
に
つ
い
て
、
市
民
代
表
等
か
ら

な
る
補
助
金
等
検
討
委
員
会(

仮

称)

を
設
置
し
て
、
制
度
の
運
用

や
補
助
の
効
果
等
を
検
証
し
、
見

直
し
を
行
い
ま
す
。

１ 

歳
入
の
確
保
に

　

 

向
け
た
取
り
組
み

２ 

歳
出
の
抑
制
に

　

 

向
け
た
取
り
組
み

「
旭
市
行
政
改
革

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定

「
旭
市
行
政
改
革

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
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◇
５
つ
の
公
営
企
業
（
病
院
事
業
、

水
道
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、

農
業
集
落
排
水
事
業
、
国
民
宿
舎

事
業
）
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ

た
り
そ
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
公

共
の
福
祉
を
増
進
し
て
い
く
た

め
、
経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
等

の
経
営
基
盤
強
化
へ
の
よ
り
一
層

の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

３ 
公
営
企
業
の

　

 

経
営
基
盤
の
強
化

市
民
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り

第
３

１ 

市
政
へ
の
市
民
参
画

◇
「
地
区
懇
談
会
」
を
開
催
し
、
市

政
や
地
域
の
将
来
に
つ
い
て
市
民

と
市
長
等
と
の
話
し
合
い
を
行
い

ま
す
。

◇
市
民
の
意
見
等
を
考
慮
し
て
計
画

等
を
策
定
し
て
い
く
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

◇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
市
民
団
体
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
の
育
成
・
支
援
を
行
い
、

地
域
協
働
を
推
進
す
る
た
め
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
積
極
的
な
連

携
・
協
力
を
図
り
ま
す
。

３ 

開
か
れ
た
議
会
の
実
現

◇
支
所
等
公
共
施
設
で
の
議
会
中
継

を
手
始
め
に
、
将
来
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
中
継
を
行
い
ま
す
。

◇
会
議
録
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、
将
来
は
検
索
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
な
ど
、
充
実
し
た
情
報
提

供
を
行
い
、
市
民
に
よ
り
開
か
れ

た
議
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

２ 

地
域
協
働
の
推
進

　
 

（
新
し
い
公
共
空
間
の
形
成
）

　

推
進
項
目
の
う
ち
、
歳
入
の
確
保

や
経
費
の
節
減
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
の
主
な
も
の
の
財
政
効
果
見
込
額

ま
た
は
目
標
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、こ
れ
ら
の
目
標
額
等
は
、本

計
画
の
推
進
期
間（
平
成
17
年
度
か
ら

平
成
21
年
度
ま
で
）の
累
計
額
で
す
。

１ 

安
定
し
た
歳
入
の
確
保
等

⑴
市
税
の
徴
収
率
を
、
推
進
期
間
中

に
県
内
市
町
村
の
平
均
ま
で
向
上

さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

　
【
確
保
目
標
額
５
億
８
、７
０
０
万
円
】

⑵
未
利
用
資
産
（
主
に
遊
休
土
地
）

の
処
分
を
推
進
し
ま
す
。

　
【
確
保
目
標
額
３
、２
０
０
万
円
】

⑶
各
種
の
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直

し
や
滞
納
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

　
【
確
保
目
標
額
２
、５
０
０
万
円
】

２ 

経
費
の
節
減
・
合
理
化

⑴
定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
く
定
員

管
理
や
、
国
・
県
等
に
お
け
る
給

与
制
度
の
改
革
を
踏
ま
え
た
給
与

の
適
正
化
、
時
間
外
勤
務
の
縮
減

等
に
よ
り
、
人
件
費
の
削
減
を
図

り
ま
す
。

　
【
効
果
額
19
億
５
、８
０
０
万
円
】

⑵
事
務
事
業
の
整
理
・
統
廃
合
等
に

よ
り
、
経
費
を
抑
制
し
ま
す
。

　
【
効
果
額
３
、５
０
０
万
円
】

　

な
お
、
効
果
額
に
つ
い
て
は
、
推

進
期
間
中
の
各
年
度
に
お
け
る
行
政

評
価
等
を
通
じ
て
、
一
層
の
上
積
み

を
図
り
ま
す
。

◇
「
旭
市
行
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
」
の
全
文
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.city.asah

i.lg.jp
/

） 

で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
役
所
本
庁
舎
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
や
各
支
所
庶
務
室
の
窓
口

で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

◇
予
算
、
決
算
、
公
営
企
業
の
経
営

状
況
等
に
つ
い
て
、
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
、
市
民
に
わ

か
り
や
す
く
な
る
よ
う
な
工
夫
を

講
じ
な
が
ら
、
積
極
的
に
公
表
を

行
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

総
務
課
（
1
62̶

５
３
１
０
）

行政改革推進項目体系

市
民
が
親
し
み
や
す
く
、
効
率
的
で
簡
素
な
行
政
基
盤

組
織
・
機
構
の
見
直
し

定
員
管
理
の
適
正
化

定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
く
定
員
管
理

多
様
な
任
用
制
度
の
導
入
の
検
討

臨
時
職
員
等
の
見
直
し

職
員
給
与
の
適
正
化

給
与
の
適
正
化

給
与
等
の
状
況
の
公
表

福
利
厚
生
事
業

市
民
に
親
し
み
や
す
い
市
役
所
づ
く
り

職
員
の
人
材
育
成
、
本
庁
・
支
所
間
相
互
の
人
事
異
動
等

来
庁
者
に
わ
か
り
や
す
く
、
親
し
み
や
す
い
市
役
所
庁
舎

事
務
事
業
の
再
編
・
整
理
、
廃
止
・
統
合
お
よ
び
民
間
委
託
等
の
推
進

事
務
事
業
の
再
編
・
整
理
、
廃
止
・
統
合

民
間
委
託
等
の
推
進

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

民
間
委
託
の
推
進

電
子
自
治
体
の
推
進

第
三
セ
ク
タ
ー
等
の
経
営
健
全
化
等

健
全
で
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
　

歳
入
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

歳
出
の
抑
制
に
向
け
た
取
り
組
み

公
営
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化

病
院
事
業
（
総
合
病
院
国
保
旭
中
央
病
院
）

水
道
事
業

公
共
下
水
道
事
業

農
業
集
落
排
水
事
業

国
民
宿
舎
事
業
（
飯
岡
荘
）

市
民
に
わ
か
り
や
す
い
予
算
等
の
公
表

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

市
政
へ
の
市
民
参
画

地
域
協
働
の
推
進
（
新
し
い
公
共
空
間
の
形
成
）

開
か
れ
た
議
会
の
実
現

歳
入
確
保
お
よ
び
経
費
節
減
の
目
標
額
等

４ 

市
民
に
わ
か
り
や
す
い

　

 

予
算
等
の
公
表
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　年に一度の健診、あなたは受けていますか？
　健診には、身体の状態を年に1回チェックするという大切な役割があります。自分では、
気付きにくい「不調のサイン」を健診で読み取ったり、また「健康」を再認識することにも
なります。いつまでも健康でいるためには、健診がとても大切です。みなさん、忘れずに受
診しましょう。

 総合健診　　　
【実施内容・対象年齢】

総　

合　

健　

診

対象年齢等 内　容　等
実施形態

個別
健 (検)診名

集団

①基本健康診査 19歳以上（S63.4.1以前生） 身体計測、尿検査、血圧測定、診察、血液検査等 ○○

②肝炎ウイルス検診 40～ 70歳 (S11.4.2～S42.4.1生）
で検査を受けたことのない方

血液検査：B型肝炎、C型肝炎検査（H18年度で終了）
基本健康診査受診と同時実施 ○○

③大腸がん検診 40歳以上（S42.4.1以前生） 便潜血反応検査２日法
・配布された容器に 2日間の便を少量とり提出 ○○

④前立腺がん検診 50歳以上の男性（S32.4.1以前生）血液検査：PSA測定 ○○

⑤胃がん検診 40歳以上（S42.4.1以前生） 胃部バリウム造影 ○

⑥胸部レントゲン検査 40歳以上（S42.4.1以前生） 胸部レントゲン検査（間接撮影） ○

⑦肺がん検診
50歳以上（S32.4.1以前生）で喫
煙指数 ( ＊ )が 600以上の方
＊喫煙指数＝１日の喫煙本数×年数 

胸部レントゲン検査、喀
か く

痰
た ん

検査
・配布された容器に３日分の痰

た ん

をとり指定日に提出
胸部レントゲン検査受診時申込受付

○

【受診の仕方】
○集団診査・個別診査のどちらかの方法で受診できます。

　集団診査…各保健センターで実施

　個別診査…市内指定医療機関で実施（上記①～④の

検診のみ実施）

　＊個別診査で受診される方は、個別診査で実施しな

い⑤～⑦の検診のみ集団診査で受診しましょう。

○胃がん検診を受ける方は受診日が指定されていま

す。集団診査で他の検診も受ける方は胃がん指定日

に同時に受診してください。別日程では受けられま

せん。

○胃がん検診を受けない方は地区指定日（受診票参照）

にお受けください。

■集団診査…各保健センターで実施。各検診を同日で
受診してください。

会　場 日　　　程

６月５日B～10日G、12日B、
▲13日C、14日D 

海上保健センター

６月15日E、16日F、19日B～24日G、
▲ 26日B、27日C

干潟保健センター

６月29日E、30日F、
７月３日B～６日E、▲７日F、
８日G

飯岡保健センター

７月11日C、12日D、▲13日E、
▲14日F、18日C～ 22日G、
24日B～26日D、▲27日E、28日F、
31日B
８月１日C～４日F、７日B～11日F

旭市保健センター

受付時間

午前８時15分～10時30分
(注 )
▲の日は、午後１時～２時30分も実施
（ただし、午後は胃がん検診・大腸がん検診を実施しません）

■個別診査…市内指定医療機関で実施
○内容：基本健康診査、肝炎ウイルス検診、大腸がん

検診、前立腺がん検診（胃がん検診・胸部レントゲ

ン検査・肺がん検診は実施しません）

○実施期間：６月１日e～９月30日gの診療時間内

＊医療機関によっては、健診実施日・時間が決まって

いる場合があります。

○市内指定医療機関（50音順）　　　　　　　　　　

総合健康診査・女性のがん検診
女性のがん検診の申し込みは４月24日B～５月２日C
総合健康診査の申し込みは４月24日B～５月31日D

＊佐々木病院は、４月から佐々木クリニックに名称が変わりま

した。

青葉クリニック

飯倉医院

磯村クリニック

伊藤医院

江畑医院

児玉医院

佐々木クリニック

嶋田医院

60－5005

63－1515

60－2575

62－1000

55－3110

55－2054

62－0055

62－0219

高木医院

滝郷診療所

田辺病院

塚本医院

塚本クリニック

浜医院

ひがた内科医院

森下医院

62－0019

55－3017

62－0016

63－5611

57－1151

63－2331

62－7141

57－2463
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 女性のがん検診　　
【実施内容・対象年齢】

検診名 対象年齢 内　容　・　注　意　事　項

子宮がん検診 20歳以上
（S62.4.1以前生）

子宮頚部細胞診　
☆生理中でも受診可能
☆性経験のない方は医療機関での受診が望ましいため集団検診はご遠慮ください。 

乳がん検診

30～39歳
（S42.4.2～ S52.4.1生）

超音波検査
☆症状のある方は医療機関での受診が望ましいため、集団検診はご遠慮ください。

40歳以上
（S42.4.1以前生）

マンモグラフィ検査
☆症状のある方は医療機関での受診が望ましいため、集団検診はご遠慮ください。
☆シリコン・ペースメーカーを挿入している方は、マンモグラフィは受診できません 

【受診の仕方】
集団診査…各保健センターで実施

■子宮がん検診

会　場

旭市保健センター

海上保健センター

飯岡保健センター

干潟保健センター

日　　　程

５月８日B～13日G、15日B

９月８日F、９日G

９月15日F、16日G

９月22日F 

受付時間

午前９時～10時30分

午後１時～２時30分

■乳がん検診（超音波検査）

会　場

旭市保健センター

海上保健センター

飯岡保健センター

干潟保健センター

日　　　程

５月11日E～13日G

９月８日F、９日G

９月15日F、16日G

９月22日F 

受付時間

午前８時30分～10時30分

午後１時～２時30分

■乳がん検診（マンモグラフィ検査）

会　場

５月８日B～ 13日G、15日B～ 19日F、22日B～ 26日F、29日B、30日C

受付時間日　　　程

海上保健センター

飯岡保健センター

干潟保健センター

旭市保健センター

９月５日C～９日G、11日B、12日C、★ 13日D

９月15日F、16日G、19日C、20日D、★ 21日E

９月22日F、25日B

午前８時30分～10時30分
午後１時～２時30分
( 注 )
★の日は午前のみの実施

★健診を受けるには
○各種検診それぞれに申し込みが必要です。過去３年間未受診

の方は、再度申し込みが必要です。申し込みは各保健センター

窓口で受け付けます。（電話での受け付けはいたしません）

○申込期間

　・女性のがん検診：４月24日b～５月２日c　　

　・総合健康診査：４月24日b～５月31日d
　　受付時間：午前８時30分～午後５時15分 

　　※土・日・祝日を除く

　＊がん検診は定員になり次第締め切ります。

　＊胃がん・大腸がん・子宮がん・乳がん検診は、申込期間を

過ぎての申し込みは受け付けません。

　＊過去３年以内に受けたことがある検診は通知しますので申

込不要です。

★予約の変更について
○検診日の変更を希望される方は、各保健センターの窓口また

は電話でご連絡ください。

○がん検診は定員制です。日程によっては変更できない場合が

あります。

〈問い合わせ先〉 
健康管理課（旭市保健センター）163－8766

海上保健センター　　　　　　　155－5516

飯岡保健センター　　　　　　　157－3113

干潟保健センター　　　　　　　168－1071

▲基本健康診査
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市民農園の
利用者を募集!!
　市民農園（鎌数地区・岩井地区）の利用者を募集し

ています。

　４月から５月にかけては、ナスやピーマン、かぼ

ちゃなどの夏野菜の植え付け時期です。自分で食べる

野菜を自ら作り、体や心の健康づくりに役立ててくだ

さい。

区画数／鎌数地区80区画・岩井地区32区画
１区画／おおむね30㎡
賃　料／年額5,000円（１区画）
募集期間／随時
貸付期間／ 1年間（２回まで更新可能）

申し込み方法／申込書に必要事項を記入し、郵便、
メール、ＦＡＸのいずれかにより農水産課、分室また

は海上支所産業室へ提出してください。申込書は農水

産課、分室および海上支所産業室にあります。

琴田小学校

旭駅

国道126号

西溜池

東溜池
鎌数地区

龍福寺

県立海上キャンプ場県立海上キャンプ場

鶴巻小学校

海上支所

東総広域農道

倉橋駅

岩井地区

岩井都市農村交流ステーション岩井都市農村交流ステーション

や
る
気
の
あ
る

農
業
者
を
支
援
し
ま
す

ベ
ン
チ
ャ
ー
農
業
支
援
事
業
補
助
金

　

新
し
い
農
業
の
取
り
組
み
、
新
技

術
や
新
品
種
の
導
入
な
ど
積
極
的
に

新
し
い
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
農
業
者
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

対
象
者
／
旭
市
に
住
所
を
有
す
る
意

欲
の
あ
る
農
業
者

助
成
額
／
お
お
む
ね
15
万
円
を
上
限

と
し
て
経
費
の
２
分
の
１
以
内

就
農
者
研
修
支
援
事
業
補
助
金

　

明
日
の
農
業
を
担
う
農
業
者
を
育

成
す
る
た
め
、
農
業
後
継
者
、
新
規

就
農
者
お
よ
び
農
業
経
営
体
に
対
し

て
支
援
し
ま
す
。

対
象
者
／
市
外
で
研
修
を
受
け
る
農

業
後
継
者
、
新
規
就
農
者
お
よ
び
就

農
を
目
的
と
す
る
研
修
生
を
受
け
入

れ
る
市
内
の
農
業
経
営
体
（
詳
細
は

交
付
要
綱
に
よ
る
）

助
成
額
／
研
修
生
１
人
当
た
り
月
額

２
０
、０
０
０
円

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

農
水
産
課
農
業
推
進
班

　

1
68̶

１
１
７
４

〈申し込み・問い合わせ先〉
〒289－0592　旭市南堀之内10番地

旭市農水産課農業推進班　168－1174  FAX68－1198

　　Eメール :nosui@city.asahi.lg.jp

〒 289－2692　旭市高生１番地

旭市海上支所産業室　155－3126  FAX50－1080

　　Eメール :unakami-sangyo@city.asahi.lg.jp

議会に報告された寄付
●中央小学校および干潟中学校の備品として

ミニサッカーゴール１組・ダンベル30組・エ

キスパンダー20個…旭市ゴルフ協会

●大原幽学記念館の資料として

　刀２振・薙
なぎなた

刀１振…安藤元春さん（幾世）

●沖縄交流事業費として

　金20万円…上原清善さん（沖縄県）

●市内各地の防犯用として

　防犯灯25基…東京電力株式会社成田支社

●市図書館図書購入費として

　図書券10万円…カインズホーム旭飯岡店

●袋公園の修景木として

　サクラ１本…旭ロータリークラブ

●木曽義昌公史跡公園の施設として

　花壇 10基・13層塔１基他…旭ライオンズクラブ

●まんざい保育所および古城保育所の備品として

　図書…干潟ライオンズクラブ
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昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
「
市

民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
を
開
催
し
ま

す
！
プ
ロ
の
演
出
家
に
よ
る
本
格
的

な
指
導
の
も
と
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
く
参
加
で
き
る
す
ば
ら
し

い
舞
台
を
全
員
で
つ
く
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
初
め
て
の
方
も

大
歓
迎
で
す
。
皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
参

加
し
て
く
だ
さ
い
！

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
小
学
校

３
年
生
以
上
の
男
女
で
、
歌
・
ダ
ン

ス
・
演
技
が
好
き
な
方

募
集
人
数
／
50
人(

応
募
多
数
の
場

合
は
書
類
選
考)

脚
本
・
演
出
／
大
川
義
行
先
生(

劇

団
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
主
宰)

結
団
式
／
５
月
27

日
g　

午
後
２

時
〜　

市
民
会
館
３
階
ホ
ー
ル

練
習
日
程
／
６
月
か
ら
10
月
ま
で
の

毎
週
木
曜
日　

午
後
６
時
〜
９
時

(

10
月
は
練
習
日
が
増
え
ま
す)

練
習
場
所
／
市
民
会
館
３
階
ホ
ー
ル

公
演
日
時
／
10
月
28
日
g　

午
後
２

時
30
分
開
演
（
予
定
）

公
演
会
場
／
東
総
文
化
会
館
・
大

ホ
ー
ル

応
募
方
法
／
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
、
写
真
貼
付
の
う
え
生
涯
学

習
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送

可
）。
応
募
用
紙
は
生
涯
学
習
課
に

あ
り
ま
す
。

参
加
費
／
無
料

締
め
切
り
／
４
月
28
日
f

〈
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

〒
２
８
９̶

２
６
９
２　

旭
市
高
生
１
番
地

旭
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

1
55̶

５
７
２
８

　

こ
の
夏
、
旭
の
海
に
「
砂
の
彫

刻
」
が
誕
生
し
ま
す
。
砂
の
彫
刻
と

は
海
砂
を
固
め
て
つ
く
っ
た
砂
の
像

の
こ
と
。
子
ど
も
か
ら
彫
刻
家
ま
で

誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
芸
術
作
品

で
す
。
家
族
や
仲
間
と
と
も
に
、
夏

の
思
い
出
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す
！

完
成
イ
ベ
ン
ト
／
７
月
16
日
a　

午

後
１
時
30
分
〜

作
品
制
作
期
間
／
７
月
７
日
f
〜
14

日
f

作
品
展
示
期
間
／
７
月
16
日
a
〜
22

日
g

会
場
／
矢
指
ヶ
浦
海
水
浴
場

募
集
作
品
数
／
小
型
砂
像
（
高
さ
１

メ
ー
ト
ル
）
５
組
・
中
型
砂
像
（
高

さ
２
・
４
メ
ー
ト
ル
）
４
組

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

締
め
切
り
／
４
月
30
日
a

参
加
費
／
無
料

そ
の
他
／
事
前
に
説
明
会
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
優
秀
な
作
品
に
は
表
彰

を
行
い
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

6
旭
青
年
会
議
所　

土ひ
じ

川か
わ

峰み
ね

弘ひ
ろ

☎
０
８
０̶

６
５
９
３̶

７
４
２

０
（
午
後
３
時
か
ら
８
時
ま
で

受
け
付
け
）

あさひ砂の彫刻美術展2006 

出展作品を募集
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就職・退職した方へ

国保の届け出はお済みですか？
　４月は、就職や退職のシーズンです。就職して新しく社会保険に加入した方、
あるいは退職して社会保険をやめた方は、国民健康保険への届け出（変更手続き）
が必要です。
　自動的に変更されることはありませんので、市役所（または支所）の国保の窓
口で、必ず手続きをしましょう。

就職して社会保険に加入した方は・・・
　今まで国保に加入していた場合は、国保から脱退す

る手続きを行います。国保と社会保険の両方の保険証

を持って、手続きにお越しください。

退職して社会保険をやめた方は・・・
　国民健康保険へ加入する手続きを行います。退職し

た日付が分かるもの（離職票や健康保険資格喪失連絡

票等）を持って手続きにお越しください。

退職して年金を受ける方は、退職者医療制度の届け出
もお忘れなく！
　退職して国民健康保険に加入する方のうち、次の条

件に当てはまる方とその家族（被扶養者）は、老人保

健制度に移るまでの間、国保の「退職者医療制度」で

医療を受けることになります。

　退職して年金を受ける方は、条件を確認し届け出し

ましょう。

【退職者医療制度の対象者】
①国保に加入している方

②老人保健法の適用を受けていない方

③厚生年金や各種共済組合などの年金を受け取られる

方で、その加入期間の合計が20年以上あるか、40歳

以降10年以上ある方（ただし国民年金は除きます）

【加入手続き】
　年金受給権の発生後、年金証書を受けてから14日

以内に保険年金課国民健康保険班または各支所住民室

の窓口に届け出てください。

【届け出に必要なもの】
①年金証書

②国保の保険証

〈問い合わせ先〉
保険年金課国民健康保険班（162－5331）

◆ 市役所・一部事務組合の新しい担当者 ◆
　市では、４月１日付けで人事異動がありました。

　平成18年度の市役所および一部事務組合の担当者を紹介します。※太字の氏名は異動者

一部事務組合
東総地区広域市町村圏
事務組合事務局長 田窪　　猛 東総衛生組合事務局長 伊藤　幸敏

市役所
秘書広報課長

総務課長

企画課長

財政課長

税務課長

市民課長

環境課長

保険年金課長

健康管理課長

社会福祉課長

野口　德和

増田　雅男

加瀬　正彦

髙埜　英俊

江ヶ 純敏

林　　久男

小長谷　博

増田　富雄

浪川　敏夫

遠藤　純夫

高齢者福祉課長

商工観光課長

農水産課長

建設課長

都市整備課長

下水道課長

会計課長

水道課長

議会事務局長

教育委員会庶務課長

横山　秀喜

神原　房雄

堀江　隆夫

米本　壽一

島田　和幸

山 　健次

宮本　英一

堀川　茂博

来栖　昭一

在田　　豊

教育委員会学校教育課長

教育委員会生涯学習課長

監査委員事務局長

農業委員会事務局長

海上支所長

飯岡支所長

干潟支所長

消防長

飯岡荘支配人

多田　清司

花香　寛源

平野　哲也

小田　雄治

木内孫兵衞

佐久間俊雄

木内　國利

佐藤　眞一

野口　國男

総合病院国保旭中央病院
病院事業管理者 吉田　象二 事務部長 今井　和夫
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　ステップアップを図る調理師の
方々への国家資格として設けられた
のが、「専門調理師」と「調理技能士」
です。実技・学科試験では、調理に
関する高度な技術・技能に加え、衛
生管理などの専門知識が必要となり
ます。合格者には調理師学校の教員
資格も与えられます。
受験申請手続／試験案内および受験
申請書用紙などの請求は、住所・氏
名・郵便番号を明記した返信用封筒
（角２号の封筒に140円分の切手を貼
付したもの）を同封し、〒107－0052
東京都港区赤坂 7－10－9第四文成ビ
ル　㈳調理技術技能センターまで。
受験申請書の受け付け／５月８日B
まで（当日消印有効）
問い合わせ先／㈳調理技術技能セン
ター（103－3584－1931、Ｅメール：
info@chouri-ggc.or.jp）

試験日時／７月19日D　午後２時～
４時
試験会場／幕張メッセ　第５ホール
願書配布場所／海匝健康福祉セン
ター、八日市場地域保健センター
※郵送希望の場合は、住所・氏名・
郵便番号を明記した返信用封筒
（角２号の封筒に140円分の切手を
貼付したもの）を同封し、〒260
－8667　千葉市中央区市場町1－1
千葉県庁健康増進課まで。

願書受付期間／５月16日C～18日E
午前10時～午後４時
願書受付場所／海匝健康福祉センター
問い合わせ先／海匝健康福祉センター
（10479－22－0206）または八日市場地
域保健センター（10479－72－1281）

期日／７月３日B、４日C
場所／旭市商工会館
申し込み先／旭市調理師会（163－
5757）

　ＪＲ旭駅、干潟駅周辺に迷惑駐輪
や放置された自転車が、多数見受け
られます。歩道や広場に自転車を駐
輪すると、景観上の問題だけでなく、
駅利用者の通行に著しい妨げとなり
ます。駅周辺に自転車を駐輪しない
よう、ご協力をお願いします。
問い合わせ先／都市整備課（162－
5354）

お 知 ら せ
専門調理師・調理技能士試験

平成18年度調理師試験 やめよう！放置自転車

　市では、保健事業に協力して
くださる保健師の方を募集して
います。
申し込み・問い合わせ先／健康
管理課（163－8766）

健康管理課でパート募集
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日時／４月22日G　午後１時開場、
午後１時30分上映開始
場所／東部図書館　３階研修室
＜内容＞
「王女メディア」
主演：マリア・カラス
（1969年、イタリア、カラー、111分）
定員／60人　※入場無料
申し込み・問い合わせ先／県立東部
図書館（162－7070）

日時／４月30日A　午前９時30分開
場、午前10時開演　※入場無料
会場／東総文化会館・大ホール
＜内容＞
●式典　午前10時～
●お楽しみ抽選会　午前11時～
主催／連合千葉海匝地域協議会
問い合わせ先／連合千葉海匝地域協
議会事務局（163－5255）

　利根川下流域の水郷地方は、昭和
40年代までは水路が縦横に走る広大
な田園風景が広がっていました。そ
こには、ボッチ笠とモンペでサッパ
舟を操り、総出で苗取りや田植えを
行い、水車で田んぼに水を入れる、
活気に満ちた農民たちの姿がありま
した。モノクロ写真65点に解説を加
え、今では想い出となった水郷風景
を紹介します。
会期／５月14日Aまで
開館時間／午前９時～午後４時30分
会場／県立中央博物館大利根分館
（香取市）
入館料／一般200円、高校・大学生
100円
問い合わせ先／県立中央博物館大利
根分館（10478－56－0101）
※県立大利根博物館は、４月１日か
ら県立中央博物館大利根分館に名
称が変わりました。

日時／５月７日A　午前６時受付、
午前６時30分開始
場所／長熊釣堀センター（萬力）
参加費／大人2,000円、子ども（小
学生以下）1,000円　※弁当、参加
賞含む
賞／入賞（１位～20位）以外にも豪
華な賞品を用意しています。
問い合わせ先／干潟支所庶務室（1

68－2111）

　農水産課および農業委員会事務局
の移転に伴い、市役所本庁舎２階に
農水産課分室を設置しました。
　分室では、次の業務を行います。
●農水産業に係る相談、受付事務
●旧旭市の農家台帳等に基づく各種
証明書の発行や農地法の申請受付

問い合わせ先／農水産課分室（162－
5342）

　人の健康や、野生生物に大きな影
響を与えるダイオキシンを減らす対
策の一環として、家庭ごみの焼却や
野焼きが禁止されています（一部例
外を除く）。しかし、いまだにごみ
を焼却している家庭が見受けられま
す。ごみの焼却による煙や臭い、灰
の飛散などで大勢の人が迷惑します。
家庭などで発生するごみは、焼却せ
ずに分別し、ごみステーションに出
すなど、適正に処理しましょう。
　そのほか農業用ビニールなどを焼
却することは、法律で禁止されてい
ます。産業廃棄物処理業者に依頼す
るなど、適正な処理をお願いします。
　私たち住民や将来の子孫が、健康
で暮らせる自然環境を保つため、み
んなで決まりを守りましょう。
問い合わせ先／環境課（162－5328）

　心の健康について悩みごと（精神
障害・うつ病・アルコールなど）の相
談を行います。相談は予約制で、ご
家族など本人以外でも相談できます。
日時／４月26日D　午後１時30分～
３時
場所／働く婦人の家
予約・問い合わせ先／海匝健康福祉
センター（10479－22－0206）、市役
所社会福祉課（162－5351）

　社会保険庁では、年金に関する相
談を電話で受け付けています。通話
料金は、接続先にかかわらず市内通
話料金でご利用できます。
●年金請求などの相談

　10570－05－1165
●年金を受けている方の相談

　10570－07－1165
受付時間／午前８時30分～午後５時
（土、日、祝日を除く）

　20歳未満の未成年者の飲酒は、未
成年者飲酒禁止法によって禁止され
ています。
　未成年者の飲酒防止には、家庭や
地域社会の大人が「どうしてお酒を
飲んではいけないのか」をしっかり
と理解し、説明していくことが大切
です。成長過程にある未成年者には、
次のような害やリスクがあることを
説明してあげましょう。
　身体的影響…急性アルコール中毒、
脳障害、生理不順など
▶精神的影響…学習意欲の低下、性
格の変化、若年のアルコール依存症
など
▶社会的反響…暴力行為、性的非行、
成績不振など
問い合わせ先／県警察本部少年課
（1043－227－9131）

　仕事などの都合で日中に納められ
ない方は、ぜひご利用ください。
日時／４月25日C　午後５時15分～
８時
場所／税務課、各支所税務室
問い合わせ先／税務課収税班（162－
5322）

県立東部図書館で
「名作映画鑑賞会」

第77回メーデー海匝地域の祭典
「平和・人権・労働・環境・共生」

県立中央博物館大利根分館
写真展「想い出の水郷」

▲「おーい いっぷくだヨー」

長熊釣堀センターで
「長熊春のヘラ鮒釣大会」

お 知 ら せ

健康で暮らせる環境のために
ごみの焼却はやめましょう

農水産課分室を設置しました

悩んでいないで
こころの健康相談

電話での相談は
「ねんきんダイヤル」へ

４月は
未成年者飲酒防止強調月間です

ご利用ください
市税の夜間納付窓口
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対象／県内に在住または在勤の方
日程／５月21日A～23日C、６月９
日F（全４日）
会場／千葉県西部防災センター（松
戸市）、松戸市消防局、建設技術展
示館（松戸市）
定員／ 40人　※先着順
費用／ 13,900円（学生9,900円）
申し込み・問い合わせ先／災害救援ボ
ランティア推進委員会（103－3584－
4085）

●押花展
期間／４月16日A～22日G
時間／午前９時～午後５時
場所／まちかどギャラリー「銀座」
問い合わせ先／東総学園押花クラ
ブ・加瀬（163－1875）
●明治の帝室技芸員　濤川惣助の世
界　～迎賓館七宝作品写真展～
期間／４月24日B～30日A
時間／午前９時～午後５時
場所／まちかどギャラリー「銀座」
問い合わせ先／濤川惣助顕彰会事務
局・越川（155－3121）

　作品70点～80点を展示します。
期間／４月26日D～30日A
時間／午前９時～午後５時
場所／いいおかユートピアセンター
問い合わせ先／フォト光彩事務局・
西宮（157－3507）

日程／５月28日Aまで
開館時間／午前10時～午後５時
場所／航空科学博物館（芝山町）
問い合わせ先／航空科学博物館（1

0479－78－0557）

催  し  物
　満80歳以上（４月１日現在）で自
分の歯（さし歯、かぶせた歯でも可）が
20本以上ある方を募集しています。
審査日／６月１日E
場所／飯岡保健センター
締め切り／５月12日F
＜申し込み先＞
健康管理課（旭市保健センター・
163－8766）
海上保健センター（155－5516）
飯岡保健センター（157－3113）
干潟保健センター（168－1071）

　市では、公立保育所での臨時保育
士および産休・育児休などの代替保
育士ができる方の登録を随時募集し
ています。
問い合わせ先／社会福祉課保育班
（162－5313）

日時／５月16日C、17日D　午後０
時30分～４時　※２回受講
場所／滝のさと自然公園（海上キャ
ンプ場前）
内容／安全講習・刈払い機の取り扱
い方
対象／市内在住の60歳以上の方
定員／ 30人　※受講無料
申し込み／４月28日Fまでに、㈳旭市
シルバー人材センター（160－1150）
へ。
※草刈り機は当日持参してください。

研修期間／５月10日D～９月６日D
定員／ 20人
受講料／65,000円（テキスト・実習費）
問い合わせ先／ＮＰＯ法人介護あさ
ひ（163－5036）

募  集
　旭市の身近な生活情報を発信する
ホームページ「まるごと旭どっとこ
む」の掲載申し込みを随時受け付け
ています。掲載は無料です。
　くわしくは、「まるごと旭どっとこ
む」（http://www.marugotoasahi.com/）
をご覧ください。
掲載できる内容／●市内の店舗や企
業、各種サークルなどの情報（イン
ターネットから直接登録できます）
●旭市内の風景、施設、名所などを
日替わりで紹介する「あさひ365日」
に掲載する写真　●旭市内在住の就
学前児童を紹介する「すこやかちゃ
ん」に掲載する写真
＜問い合わせ先＞
企画課情報管理班（162－8090・Ｅ
メール：info@marugotoasahi.com）

　ニュークレモナフィルハーモニー
オーケストラ第 10回定期演奏会で
演奏予定のフォーレの「レクイエム」
に合唱で参加してみませんか。
練習時間／毎週土・日曜日の午後、
夜間
練習会場／佐原中央公民館（香取市）、
東総文化会館、千葉科学大学（銚子市）
参加費／ 5,000円
公演日／７月２日A
公演会場／東総文化会館・大ホール
申し込み・問い合わせ先／石毛（1

0478－86－0011）

受験資格／昭和61年４月２日～平成
元年４月１日生まれの者
申請書交付期間／５月８日B～６
月27日C
申請書受付期間／６月20日C～ 27
日C
試験日／１次：９月３日A、２次：10
月12日E～19日Eのうち指定する日
問い合わせ先／銚子税務署総務課
（10479－22－1571）

高齢者のよい歯の
コンクール出場者

臨時保育士の登録

シルバー人材センターで
「草刈り機」講習会

ホームヘルパー
２級課程養成講座

身近な生活情報を発信
「まるごと旭どっとこむ」

フォーレの「レクイエム」
合唱団員募集

平成18年度国家公務員採用
Ⅲ種（税務）試験

千葉17期災害救援
ボランティア講座

まちかどギャラリー「銀座」
「押花展」と「七宝作品写真展」

航空科学博物館
「日本航空技術協会写真展」

迎
賓
館
大
食
堂
の
壁
面
を
彩

る
花
鳥
図

第７回フォト光彩写真展
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干
潟
小
学
校
は
、
ひ
ら
き
、
か
が

や
き
、
た
か
め
あ
う　

と
い
う
言
葉

か
ら
で
き
て
い
ま
す
。

　

干
潟
小
学
校
に
は
、
毎
週
火
曜
日

に
「
ゆ
う
ゆ
う
タ
イ
ム
」
が
あ
り
ま

す
。
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
全

校
児
童
が
、
地
区
ご
と
に
集
ま
っ
て

遊
び
ま
す
。
日
ご
ろ
外
へ
出
て
遊
ば

な
い
子
で
も
、
な
か
な
か
ほ
か
の
学

年
と
遊
べ
な
い
と
い
う
子
で
も
、「
ゆ

う
ゆ
う
タ
イ
ム
」
な
ら
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
を
し
た
り
、鬼
ご
っ
こ
を
し
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
し
な
が
ら
、
ほ

か
の
学
年
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
干
潟
小
学
校
で
は
、

年
に
一
度
、「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」

と
い
う
楽
し
み
な
行
事
が
あ
り
ま

す
。地
域
の
人
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、

昔
の
遊
び
を
や
っ
た
り
し
ま
す
。「
ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
で
は
、
い
ろ
い

ろ
な
遊
び
の
種
類
が
あ
り
、
竹
で
っ

ぽ
う
や
折
り
紙
、
め
ん
こ
、
竹
馬
と

い
っ
た
よ
う
に
昔
の
遊
び
を
、
ゲ
ス

ト
に
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
を

お
招
き
し
て
、教
え
て
も
ら
い
ま
す
。

　

ま
た
、
給
食
の
時
間
に
は
、
リ
レ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
が

あ
り
ま
す
。放
送
委
員
の
皆
さ
ん
が
、

全
校
児
童
や
先
生
方
に
い
ろ
い
ろ
な

質
問
を
し
ま
す
。
ひ
と
り
の
人
が
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
と
、
そ
の
人

が
今
度
は
、
次
の
人
を
選
ん
で
、
リ

レ
ー
し
て
い
き
ま
す
。聞
く
内
容
は
、

誕
生
日
や
、
好
き
な
食
べ
物
、
好
き

な
動
物
、
好
き
な
教
科
と
い
っ
た
こ

と
で
す
。
最
後
に
「
次
に
リ
レ
ー
す

る
人
は
だ
れ
で
す
か
？
」
と
質
問
さ

れ
、「
何
年
何
組
の
○
○
○
○
さ
ん

で
す
」
と
い
う
ふ
う
に
答
え
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
先
生
だ
っ
て
同
じ
よ
う
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
れ
ま
す
。
み
ん
な

で
楽
し
い
放
送
を
聞
き
な
が
ら
、
給

食
を
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、干
潟
小
学
校
で
は
、

全
校
で
楽
し
め
て
、全
校
で
遊
べ
て
、

全
校
で
学
べ
る
と
い
う
、
元
気
で
な

に
よ
り
「
ひ
が
た
小
学
校
」
と
い
う

名
に
ふ
さ
わ
し
い
、
明
る
く
て
す
ば

ら
し
い
小
学
校
で
す
。

▲ゆうゆうタイム

伊藤奈奈さん（６年生）

　
　

紹　

介　

者

リレーインタビューが楽しい

干 潟 小 学 校
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デ ー タ シ ー ト

人のうごき
〔４月１日現在〕 前月比
人　口 71,456人 （－ 96人）
　男 34,916人 （－ 35人）
　女 36,540人 （－ 61人）
世帯数 23,933世帯 （＋ 37世帯）
〔３月分の移動〕
転入　357人　　　出生　55人
転出　430人　　　死亡　78人

火　　災
〔３月分〕  今年の累計
建物火災 1件 （4件）
その他火災 6件 （15件）

交通事故
〔３月分〕  今年の累計
事故件数 156件 （490件）
死亡者数 1人 （1人）

旭市のこと
砂浜を彩る花

　海水浴シーズンが始まる

前の５月ごろ、まだ人が少

ない海岸に薄いピンク色の

花が咲いています。花の名

前は「ハマヒルガオ（浜昼

顔）」。市内海岸に自生し、

止むことなく吹きつける潮

風に、塩分を含み乾燥した

砂地という厳しい環境の中

で、アサガオに似た花を咲

かせます。かわいらしいハ

マヒルガオの花を眺めなが

ら、海岸を散歩してみては

いかがですか。 ▲群生して咲くハマヒルガオ


